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◇
第
１
展
示
室

◇
第
１
展
示
室

22012. 春

池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
工
芸
を
中
心
に

能
登
の
美
術　

〜
昔
、
そ
し
て
今
〜

4
日
21
日
（
土
）
〜
６
月
３
日
（
日
）

〔
会
期
中
無
休
〕

　

現
在
、
当
館
に
は
所
蔵
作
品
約
６
０
０
点
と
、
寄
託

と
し
て
お
預
か
り
し
て
い
る
作
品
が
70
点
の
、
合
計
約

６
７
０
点
が
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

所
蔵
品
の
う
ち
、
約
3
分
の
１
に
あ
た
る
２
０
４
点
が

「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
で
、
同
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
名
実

と
も
に
代
表
格
で
す
。
ま
た
、
他
の
所
蔵
品
お
よ
び
寄
託

品
は
「
能
登
ゆ
か
り
の
作
品
」
を
テ
ー
マ
に
集
め
ら
れ
た

作
品
が
、
大
部
分
を
占
め
ま
す
。

　

そ
れ
ら
の
貴
重
な
作
品
を
順
次
展
示
し
、
で
き
る
だ
け

多
く
の
方
々
に
鑑
賞
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
当
館
開
館

以
来
の
大
き
な
目
的
で
す
。

　

そ
こ
で
本
展
で
は
、昨
年
の
「
春
季
展
」
に
引
き
続
き
、

収
蔵
品
の
２
大
特
徴
で
あ
る
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」「
能

登
ゆ
か
り
の
作
品
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
所
蔵
品
・
寄
託

品
に
一
部
借
用
作
品
を
加
え
、
各
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
や
史

料
を
幅
広
く
紹
介
し
ま
す
。

池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
工
芸
を
中
心
に

◆
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
は 

◆

　
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
名
称
は
、
七
尾
市
出
身
の

実
業
家
で
あ
る
池
田
文
夫
氏
（
１
９
０
７
〜
８
７
）
に
由

来
し
て
い
ま
す
。

　

池
田
氏
は
、
岐
阜
県
大
垣
市
を
拠
点
に
活
躍
し
た
経
済

人
で
あ
っ
た
一
方
、
美
術
品
を
こ
よ
な
く
愛
し
、
そ
の
蒐

集
に
生
涯
を
費
や
し
た
人
で
も
あ
り
ま
し
た
。
長
年
に
わ

た
る
熱
意
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
た
作
品
は
、
日
本
や
東
洋

美
術
か
ら
西
洋
美
術
ま
で
の
幅
広
き
に
至
り
、
古
今
の
絵

画
・
工
芸
な
ど
、
各
ジ
ャ
ン
ル
を
網
羅
し
て
い
ま
す
。

　

氏
の
没
後
の
昭
和
63
年
、
か
ね
て
よ
り
七
尾
市
か
ら
蒐

集
品
を
寄
附
し
て
欲
し
い
、
と
い
う
要
望
が
出
て
い
た
こ

と
か
ら
、
ご
遺
族
の
ご
厚
意
に
よ
っ
て
、
蒐
集
品
の
う
ち

計
１
２
５
点
の
作
品
が
七
尾
市
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

　

作
品
収
蔵
施
設
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
七
尾
市
で
は
、

こ
れ
を
機
に
美
術
館
建
設
を
決
定
、
平
成
７
年
の
当
館
開

館
と
な
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
当
館
建
設
の
き
っ
か
け
で

あ
る
と
同
時
に
所
蔵
品
第
１
号
と
い
う
、
極
め
て
重
要
な

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
な
の
で
す
。

◆
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
工
芸
作
品 

◆

　
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
は
、「
茶
道
美
術
品
を
中
心
と

し
た
日
本
美
術
」
と
い
う
特
色
を
持
っ
て
い
ま
す
。
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
構
成
す
る
作
品
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
が
、

中
で
も
工
芸
の
分
野
が
充
実
し
て
お
り
、
特
に
注
目
さ
れ

る
の
が
「
美
濃
焼
」
と
「
根
来
」
で
す
。

　

池
田
氏
ゆ
か
り
の
岐
阜
県
美
濃
地
方
の
や
き
も
の
で
あ

る
「
美
濃
焼
」
は
、「
黄
瀬
戸
」「
瀬
戸
黒
」「
志
野
」「
織
部
」

に
大
別
さ
れ
ま
す
。
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
時
代
前
期
に
か

け
て
同
地
で
盛
ん
に
制
作
さ
れ
、
桃
山
文
化
の
一
翼
を
担

い
ま
し
た
。
抽
象
文
様
を
多
用
し
た
斬
新
な
意
匠
は
、
ま

さ
に
自
由
闊
達
な
時
代
の
風
潮
を
見
事
に
写
し
と
っ
て
い

る
と
い
え
、
現
代
の
我
々
が
み
て
も
目
を
み
は
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て「
根
来
」。昨
年
寄
附
さ
れ
た「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
」
の
新
顔
で
す
。
紀
伊
国
（
和
歌
山
県
）
の
根
来
寺
が

名
の
由
来
と
さ
れ
る
漆
器
で
、仏
具
や
日
用
品
を
中
心
に
、

中
世
期
に
盛
ん
に
制
作
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
洗
練
さ
れ
た

シ
ン
プ
ル
な
造
形
と
、
朱
と
黒
の
漆
に
よ
る
枯
れ
た
趣
き

が
、
何
と
も
深
い
味
わ
い
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
、「
楽
焼
」
や
「
九
谷
焼
」、
現
代
作
家
に

よ
る
各
作
品
な
ど
、
多
彩
な
顔
ぶ
れ
と
な
っ
て
い
る
「
池

田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
工
芸
作
品
。
本
展
で
は
「
美
濃
焼
」

の
「
志
野
」「
織
部
」
や
、「
根
来
」
を
は
じ
め
と
し
た
、様
々

な
作
品
計
30
点
を
展
示
い
た
し
ま
す
。

　

池
田
文
夫
氏
の
「
こ
こ
ろ
」
を
感
じ
さ
せ
る
珠
玉
の
作

品
の
数
々
を
、
ぜ
ひ
と
も
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

平
成
24
年
4
月
21
日
（
土
）
〜

　
　
　
　
　
　
　

７
月
１
日
（
日
）

休
館
日
に
つ
い
て
は
裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い

「黄瀬戸六角盃」
（池田コレクション）

「秋草蒔絵銚子」(池田コレクション)

「ノンコウ赤茶碗　銘小判」
樂　道入(池田コレクション)

「夕暉」　上田珪草

「根来湯桶」(池田コレクション)

「織部柳文筒向附」(池田コレクション)
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能
登
の
美
術　

〜
昔
、
そ
し
て
今
〜

　

現
時
点
で
石
川
県
能
登
地
方
に
建
つ
唯
一
の
総
合
美
術

館
と
し
て
、
当
館
で
は
開
館
以
来
「
能
登
地
方
に
ゆ
か
り

の
あ
る
美
術
工
芸
の
作
品
収
集
お
よ
び
展
示
」
を
、
大
き

な
テ
ー
マ
と
し
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

　
「
能
登
ゆ
か
り
の
美
術
工
芸
品
」
と
一
言
で
い
っ
て
も

実
に
幅
広
く
、
時
代
別
や
ジ
ャ
ン
ル
別
、
作
者
別
な
ど
で

膨
大
な
数
・
内
容
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
ら
に
は
、
は
る
か

昔
よ
り
大
切
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
何
百
年
来
の
作
品
が

あ
る
一
方
で
、
今
こ
の
瞬
間
に
誕
生
し
た
ば
か
り
の
、
真

新
し
い
作
品
も
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

本
展
で
は
「
古
美
術
編
」「
現
代
美
術
編
」
の
２
本
立

て
で
、
当
館
所
蔵
品
お
よ
び
寄
託
品
を
中
心
に
作
品
を
展

示
。「
古
美
術
編
」
で
は
絵
画
や
典
籍
な
ど
を
、「
現
代
美

術
編
」
で
は
絵
画
と
彫
刻
・
工
芸
を
、
あ
わ
せ
て
50
点
紹

介
い
た
し
ま
す
。

◆
古
美
術
編
◆

　

昨
今
、「
能
登
を
代
表
す
る
芸
術
家
」
の
ナ
ン
バ
ー

１
と
い
え
ば
、
や
は
り
長
谷
川
等
伯
（
１
５
３
９
〜

１
６
１
０
）
で
し
ょ
う
。
現
在
も
何
か
と
話
題
豊
富
で
、

す
っ
か
り
人
気
者
と
な
っ
た
等
伯
。
能
登
の
美
術
を
語
る

う
え
で
は
、絶
対
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
存
在
で
す
。

　

今
回
は
等
伯
若
年
期
、
能
登
時
代
の
制
作
と
考
え
ら
れ

て
い
る
「
善
女
龍
王
図
」
を
展
示
。
そ
し
て
等
伯
の
一
族

と
さ
れ
る
長
谷
川
等
誉
（
？
〜
１
６
３
６
）
の
仏
画
に
、

近
年
確
認
さ
れ
今
回
が
初
展
示
の
、
長
谷
川
派
絵
師
が
制

作
し
た
と
考
え
ら
れ
る
「
涅
槃
図
」（
志
賀
町
・
道
興
寺
蔵
）

を
加
え
、
計
５
点
の
等
伯
お
よ
び
長
谷
川
派
作
品
を
紹
介

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
参
考
作
品
と
し
て
「
複
製
松
林
図

屏
風
」
も
展
示
し
ま
す
。

　

そ
し
て
絵
画
と
し
て
は
、
鎌
倉
時
代
以
来
の
歴
史
を
誇

る
、能
登
の
曹
洞
宗
名
刹
で
あ
る
總
持
寺
祖
院
（
輪
島
市
）

に
伝
来
す
る
「
十
六
羅
漢
図
」
や
、
加
賀
百
万
石
の
祖
・

前
田
利
家
が
両
親
の
菩
提
寺
と
し
て
七
尾
に
建
立
し
た
、

長
齢
寺
が
所
蔵
す
る
「
前
田
利
春
画
像
」（
国
指
定
重
要

文
化
財
）
な
ど
前
田
一
族
の
肖
像
画
、
そ
れ
か
ら
俵
屋
宗

雪
（
生
没
年
不
詳
）
一
派
の
制
作
と
考
え
ら
れ
る
、「
伊
年
」

印
が
捺
さ
れ
た
優
美
な
鑑
賞
画「
草
花
図
屏
風
」（
個
人
蔵
）

な
ど
、
能
登
地
方
の
由
緒
あ
る
寺
社
や
旧
家
に
古
く
よ
り

伝
来
す
る
名
品
を
展
示
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、鎌
倉
時
代
刺
繍
仏
の
代
表
作
と
し
て
著
名
な
、

西
念
寺
（
七
尾
市
）
所
蔵
の
工
芸
作
品
「
刺
繍
阿
弥
陀
三

尊
像
」（
国
指
定
重
要
文
化
財
）
や
、
中
世
に
能
登
を
統

治
し
た
大
名
・
能
登
畠
山
氏
の
栄
華
を
現
代
に
伝
え
る「
賦

何
船
連
歌
」（
七
尾
市
蔵
）
な
ど
の
典
籍
史
料
も
、
あ
わ

せ
て
展
示
。「
古
美
術
編
」
で
は
、
貴
重
な
文
化
財
や
関

連
作
品
な
ど
、
計
18
点
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

◆
現
代
美
術
編
◆

　

長
い
時
を
経
て
、
多
く
の
作
家
た
ち
に
よ
り
脈
々
と
受

け
継
が
れ
る
美
術
工
芸
。
先
人
が
築
い
た
伝
統
を
継
承
す

る
作
家
、
そ
し
て
ま
っ
た
く
新
し
い
表
現
を
創
造
す
る
作

家
な
ど
、
そ
の
形
は
様
々
で
す
。
能
登
に
お
い
て
も
数
多

く
の
ゆ
か
り
の
作
家
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
信
条
に
基
づ

き
制
作
活
動
を
繰
り
広
げ
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
展
示
で
は
、
能
登
出
身
・
在
住
、
能
登
が
制
作

の
テ
ー
マ
、偶
然
に
能
登
と
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
な
ど
、

何
ら
か
の
形
で
能
登
と
繋
が
り
の
あ
る
作
家
た
ち
31
人
の

作
品
を
、
日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・
工
芸
の
４
ジ
ャ
ン
ル

で
計
32
点
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

日
本
画
で
は
上
田
珪
草
（
１
９
０
４
〜
８
５
）
や
水

道
秋
聖
（
１
９
２
１
〜
９
９
）、
洋
画
で
は
堀
場
良
夫

（
１
９
２
０
〜
２
０
０
６
）
や
白
尾
勇
次
（
１
９
２
７
〜
）、

彫
刻
で
は
田
中
太
郎
（
１
９
１
１
〜
９
２
）、
末
政
哲
夫

（
１
９
３
２
〜
）、
そ
し
て
工
芸
は
番
浦
省
吾
（
１
９
０
１

〜
８
２
）
な
ど
が
主
な
出
品
作
家
で
す
。

　

個
性
あ
ふ
れ
る
現
代
作
家
た
ち
に
よ
る
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊

か
な
作
品
を
、
ぜ
ひ
と
も
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

◇
観
覧
料

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。

個　

人

団　

体

一　

般

５
０
０
円

４
０
０
円

大
高
生

３
５
０
円

３
０
０
円

県
文
「
十
六
羅
漢
図
」（
部
分
）　　

輪
島
市
・
總
持
寺
祖
院
蔵

県文「善女龍王図」
長谷川信春(等伯) 

重文「前田利春画像」
七尾市・長齢寺蔵

「黎明‘74」　勝本冨士雄

「早春風」谷野吉冬 「緋の舞」末政哲夫
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第
１
・
第
２
・
第
３
展
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42012. 春

第
68
回
現
代
美
術
展　

七
尾
展

6
月
8
日
（
金
）
〜
７
月
１
日
（
日
）

　

工
芸
王
国
石
川
に
、
再
び
嬉
し
い
知
ら
せ
が
届
き
ま
し

た
。一
昨
年
新
た
に
２
名
の
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者（
人

間
国
宝
）
と
１
名
の
日
本
芸
術
院
会
員
が
誕
生
し
た
こ
と

は
皆
さ
ん
の
記
憶
に
新
し
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
の
熱

が
冷
め
ぬ
中
、
昨
年
は
、
大
樋
長
左
衛
門
氏
（
金
沢
市
在

住
）
に
文
化
勲
章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

石
川
の
美
術
界
は
こ
の
よ
う
に
工
芸
界
を
代
表
す
る
大

家
た
ち
に
牽
引
さ
れ
、
相
互
に
刺
激
を
受
け
な
が
ら
発
展

し
て
き
ま
し
た
。

　

毎
年
春
に
開
催
さ
れ
て
い
る
「
現
代
美
術
展
」
で
は
文

化
勲
章
受
章
者
、
人
間
国
宝
、
日
本
芸
術
院
会
員
を
筆
頭

と
す
る
作
家
た
ち
の
新
作
が
一
堂
に
展
示
さ
れ
ま
す
。
主

に
県
内
の
作
家
や
美
術
愛
好
家
た
ち
が
出
品
す
る
公
募
展

で
、
戦
後
の
混
乱
の
な
か
昭
和
20
年
５
月
に
始
ま
り
、
今

回
で
68
回
目
を
迎
え
ま
す
。
そ
の
規
模
は
県
下
最
大
規
模

を
誇
り
、
現
在
、
日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・
工
芸
・
書
・

写
真
の
６
部
門
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
所
属
会
派
を
超

え
て
出
品
さ
れ
て
お
り
、
現
在
の
石
川
県
に
お
け
る
美
術

の
流
れ
を
展
観
す
る
絶
好
の
機
会
と
い
え
ま
す
。

　

今
年
は
３
月
31
日
（
土
）
か
ら
４
月
17
日
（
火
）
ま
で
、

石
川
県
立
美
術
館
（
日
本
画
・
工
芸
・
書
）
と
金
沢
21
世

紀
美
術
館
（
洋
画
・
彫
刻
・
写
真
）
の
２
会
場
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
展
示
作
品
は
委
嘱
出
品
と
一
般
公
募
か
ら
構
成

さ
れ
て
お
り
、委
嘱
出
品
の
部
で
は
、出
品
委
嘱
作
家
（
石

川
県
美
術
文
化
協
会
会
員
）
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

一
方
、
一
般
出
品
の
部
は
、
長
年
に
わ
た
り
制
作
活
動
を

続
け
て
い
る
作
家
か
ら
新
進
気
鋭
の
作
家
ま
で
幅
広
い
層

か
ら
の
応
募
が
あ
り
、
入
選
率
５
割
と
い
う
厳
し
い
審
査

を
経
て
選
ば
れ
た
作
品
を
展
示
す
る
も
の
で
、
展
示
の
総

点
数
は
千
点
に
も
お
よ
び
ま
す
。

　

金
沢
展
の
後
、
県
内
を
巡
回
し
ま
す
が
、
巡
回
展
は
開

催
地
ご
と
に
地
域
の
文
化
や
産
業
を
も
反
映
し
た
地
域
色

豊
か
な
展
示
内
容
と
な
り
ま
す
。

　

七
尾
展
は
昭
和
21
年
６
月
の
第
２
回
展
が
開
催
さ
れ
た

後
は
、
当
美
術
館
が
開
館
す
る
ま
で
中
断
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
平
成
７
年
４
月
の
開
館
を
機
に
、
毎
年
６
月
に
開

催
し
、
今
年
で
18
回
目
を
迎
え
ま
す
。「
第
68
回
現
代
美

術
展
」
出
品
作
品
の
中
か
ら
、
石
川
県
美
術
文
化
協
会
役

員
の
作
品
、能
登
地
区
在
住
お
よ
び
出
身
委
嘱
作
家
作
品
、

委
嘱
賞
・
最
高
賞
・
次
賞
受
賞
作
品
、
能
登
地
区
（
宝
達

志
水
町
以
北
）
在
住
者
の
作
品
を
選
抜
、
紹
介
し
ま
す
。

今
年
は
能
登
地
区
か
ら
も
、
新
た
に
委
嘱
作
家
が
誕
生
し

て
い
ま
す
。
身
近
な
作
家
さ
ん
の
作
品
も
多
数
展
示
さ
れ

ま
す
の
で
、
お
楽
し
み
に
。

　

七
尾
展
は
巡
回
展
の
最
後
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
見
逃

し
の
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

会
期
中
、第
３
展
示
室
の
１
室
で
は「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
」
を
展
示
し
ま
す
。
観
覧
料
は
「
現
代
美
術
展
」
と
共

通
料
金
で
す
。

◇
観
覧
料

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。

好
評
開
催
中

ハ
ン
ス
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
の
世
界
展

４
月
15
日
（
日
）
ま
で　

　

２
／
24
（
金
）
に
ス
タ
ー
ト
し
た
展
覧
会
で
す
が
、
皆

様
ご
覧
い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う
か
。
只
今
、
展
示
室
は

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
の
描
い
た
動
物
た
ち
で
賑
や
か
な
様
子
と

な
っ
て
い
ま
す
。「
ブ
レ
ー
メ
ン
の
お
ん
が
く
た
い
」
の

展
示
室
で
は
、
泥
棒
の
家
が
再
現
さ
れ
、
ち
ょ
っ
と
し
た

サ
プ
ラ
イ
ズ
も
あ
り
ま
す
よ
。

　

さ
て
、
こ
の
展
覧
会
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
が
我
が
子
に
手

描
き
絵
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
、
子
煩
悩
な
父
親
だ
っ
た

こ
と
に
ち
な
ん
で
「
お
と
う
さ
ん
、コ
ー
ヒ
ー
を
ど
う
ぞ
」

と
い
う
、
お
子
さ
ん
連
れ
の
お
父
さ
ん
に
コ
ー
ヒ
ー
を
１

杯
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
企
画
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
受
付
で

「（
私
は
）
イ
ク
メ
ン
で
す
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
た
だ
く
の
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
９

割
方
、
お
母
さ
ん
が
「（
私
の
夫
は
）
イ
ク
メ
ン
で
す
!!
」

と
。
中
に
は
勇
気
を
振
り
絞
り
、
ご
自
身
で
お
っ
し
ゃ
る

お
父
さ
ん
も
。
パ
チ
パ
チ
パ
チ
…
。

　

ま
た
、
３
／
10
（
土
）
11
（
日
）
24
（
土
）
25
（
日
）

に
開
催
し
た
、
ぴ
っ
ち
の
と
も
だ
ち
を
作
る
「
と
も
だ
ち

ぬ
り
え
」
で
は
、
リ
ゼ
ッ
テ
お
ば
あ
さ
ん
の
庭
が
カ
ラ
フ

ル
に
彩
ら
れ
た
動
物
た
ち
で
埋
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

展
覧
会
は
４
／
15
（
日
）
ま
で
無
休
で
開
催
し
て
い
ま

す
。

個　

人

団　

体

一　

般

５
０
０
円

４
０
０
円

大
高
生

３
５
０
円

３
０
０
円

昨年の展示室の様子

「ともだちぬりえ」コーナー

右イラスト「こねこのぴっち」より
小さな絵本美術館蔵

展示室の様子

展
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３
月
18
日
、
少
し
肌
寒
い
曇
り
空
の
下
、
参
加
者
11
名
が

御
祓
公
民
館
前
に
集
合
。
は
じ
め
に
、登
録
有
形
文
化
財
で
、

杉
森
久
英
（
作
家
）、
勝
本
冨
士
雄
（
画

家
）
ゆ
か
り
の
勝
本
邸
へ
。
同
邸
を
管

理
さ
れ
て
い
る
前
田
節
子
氏
が
囲
炉
裏

端
で
実
兄
・
冨
士
雄
氏
の
思
い
出
を
交

え
、
七
尾
の
古
き
良
き
時
代
の
お
話
し

を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

次
は
、
ぬ
の
や
仏
壇
店
で
箔
押
し
体

験
。
店
主
の
布
辰
巳
氏
と
奥
様
の
ご
指

導
で
、
超
極
薄

4

4

4

の
金
箔
の
扱
い
に
苦
戦

し
な
が
ら
も
、
皆
さ
ん
「
世
界
で
一
つ

だ
け
の
マ
イ
ス
ト
ラ
ッ
プ
」
に
大
満
足

の
ご
様
子
。

　

昼
食
は
、
昆
布
海
産
物
処
し
ら
井
で

予
約
制
昆
布
料
理
を
。
お
食
事
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
海
藻
お
し
ば
ア
ー
ト
鑑

賞
、
女
将
の
白
井
洋
子
氏
に
よ
る
一
本

杉
と
し
ら
井
の
歴
史
や
海
藻
採
取
と
環

境
保
全
に
つ
い
て
の
お
話
…
ど
れ
も
素

晴
ら
し
く
、
心
満
た
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
高
澤
ろ
う
そ
く
店
。
ろ
う

そ
く
の
灯
り
が
心
地
よ
い
お
座
敷
で
、

店
主
の
高
澤
良
英
氏
よ
り
香
木
等
の
聞

き
体
験
も
交
え
な
が
ら
、
香
り
の
原
材

料
、
製
法
、
流
通
に
関
す
る
こ
と
、
七

尾
と
香
り
の
関
係
な
ど
様
々
な
お
話
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

店
主
の
方
々
に
共
通
す
る
「
一
本
杉

通
り
の
誇
り
」
と
「
お
も
て
な
し
の
心
」
に
七
尾
の
魅
力
を

再
発
見
し
た
一
日
で
し
た
。
皆
様
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

平成24年度　友の会カレンダー
 2012　４月 ●美術館だより（69号）春号発行。
 ７月 ●美術館だより（70号）夏号発行。
 　　 ○8月10日（金）「長谷川等伯展」開会式へ友の会会員をご招待！
 ８月 　式典終了後には展覧会の鑑賞(無料)もできます。
 　　 ◆9月2日（日）「長谷川等伯展」ギャラリートークを開催。
 ９月 　友の会会員は先行予約で受け付けします。（※）
 　　 ●美術館だより（71号）秋号発行。
 　　 ◎「第13回友の会鑑賞の旅」開催予定。
 10月 　貸切バスで長野県松本市へ、国宝・松本城や美術館などを見学。紅葉も楽しめます！
 　　 ○11月9日（金）「2012イタリア・ボローニャ国際絵本原画展」開会式へ友の会会員をご招待！
 11月 　式典終了後には展覧会の鑑賞（無料）もできます。
  ●美術館だより（72号）冬号発行。
  ◇友の会会員対象「美術講座～やさしい篆刻～ ｣開催予定。（※）
 2013　１月 　講師に篆刻・書家の大場濯川先生をお迎えし、印を作成します。
 注：（※）印の催しは会員本人と同伴者2名まで参加できます

　

友
の
会
「
美
術
講
座
」
開
催
報
告

　
　

七
尾
de
再
発
見
！
〜
一
本
杉
編
〜

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
！ 

　

春
の
「
一
本
杉
通
り
」
へ
ど
う
ぞ
♪

●
花
嫁
の
れ
ん
展
●

　

４
月
29
日
（
日
）《
昭
和
の
日
》

　
　
　

〜
５
月
13
日
（
日
）《
母
の
日
》

　

期
間
中
、
通
り
の
商
家
・
民
家
の
屋

内
に
百
数
十
枚
も
の
花
嫁
の
れ
ん
が
展

示
さ
れ
ま
す
。

●
花
嫁
道
中
●

　

４
月
29
日
（
日
）
※
荒
天
時
中
止

　

晴
れ
の
日
を
迎
え
る
新
郎
新
婦
が
通

り
を
練
り
歩
き
ま
す
。

新・特典新・特典
喫茶室メニュー
全て10％ OFF!!
レジにて会員証を
ご提示ください

高澤ろうそく店　☎53-0406 しら井　☎53-0589 ぬのや仏壇店　☎52-0756 勝本邸　☎52-2473
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フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト　

  
 

４
月
15
日
（
日
）

 

開
演　

午
後
１
時

　

大
正
琴
・
三
味
線
・
ピ
ア
ノ
に
よ
る
合
同
コ

ン
サ
ー
ト
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
味
を
生
か

し
て
演
奏
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
は
チ
ェ
ロ
、
生
け
花
、
大
正
琴
の
コ
ラ
ボ

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

主　

催　

琴
絵
会
・
洋
三
会

連
絡
先　

細
川
一
絵

　
　
　
　


０
７
６
７
（
84
）
１
７
８
５

平
成
24
年
度　

等
伯
会
講
演
会
・
定
期
総
会 

 

４
月
21
日
（
土
）

 

開
演　

午
前
10
時

講
演
会　
「
等
伯
と
長
谷
川
派
最
新
情
報
を
中

心
に
」

総　

会　

平
成
23
年
度
の
報
告
と
平
成
24
年
度
の

事
業
計
画
・
予
算
等
に
つ
い
て

主
催
・
連
絡
先　

等
伯
会
（
石
川
県
七
尾
美
術
館
）

　
　
　
　
　
　　


０
７
６
７
（
53
）
１
５
０
０

つ
な
が
っ
て
、
日
本
の
そ
ら
へ

 

４
月
22
日
（
日
）

 

開
演　

午
後
４
時

　

能
登
の
里
山
里
海
の
原
風
景
の
美
し
さ
を
改

め
て
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
く
、
ポ
エ

ム
の
朗
読
と
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。
終

演
後
は
第
２
部
と
し
て
、
和
倉
温
泉
の
と
楽
に

て
デ
ィ
ナ
ー
＆
ラ
イ
ブ
ス
テ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。

入
場
料　

１
万
円
（
第
１
部
・
第
２
部
共
通
）

主　

催　

元
気
に
頑
張
る
能
登
の
お
っ
か
ち
ゃ
ん

　
　
　
　

赤
い
か
っ
ぽ
う
着
隊

連
絡
先　

田
中


０
７
６
７
（
52
）
５
０
２
８

中
能
登
奏
友
会　
　
　
　
　
　
　

　
ユ
ー
フ
ォ
ニ
ア
ム
・
テ
ュ
ー
バ　
　
　
　

　

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
in
２
０
１
２
春 

 

４
月
30
日
（
月
・
休
）

 

開
演　

午
後
２
時
30
分

　

今
回
は
私
達
、
中
能
登
奏
友
会
が
結
成
し
て

か
ら
初
め
て
の
コ
ン
サ
ー
ト
開
催
と
な
り
ま

す
。
中
・
低
音
金
管
楽
器
の
ユ
ー
フ
ォ
ニ
ア
ム
・

テ
ュ
ー
バ
が
作
り
出
す
、
独
特
の
サ
ウ
ン
ド
や

ハ
ー
モ
ニ
ー
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
!!

主　

催　

中
能
登
奏
友
会

連
絡
先　
荒
川
裕
介


０
９
０
―

３
７
６
８
―

５
６
０
８

第
９
回
石
川
県
が
ん
診
療
連
携
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　

県
民
公
開
講
座

 
６
月
10
日
（
日
）

 
開
演　

午
後
１
時

　
「
か
し
こ
い
が
ん
医
療
の
受
け
方
」
と
題
し

て
県
民
の
皆
様
へ
適
切
な
が
ん
医
療
を
受
け
て

い
た
だ
く
た
め
の
講
演
会
を
行
い
ま
す
。
お
誘

い
合
わ
せ
の
う
え
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

主　

催　

石
川
県
が
ん
診
療
連
携
協
議
会

連
絡
先　
金
沢
大
学
附
属
病
院
が
ん
高
度
先
進
治
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　


０
７
６
―

２
６
５
―

２
９
３
５

ヤ
マ
ハ 

ジ
ュ
ニ
ア
エ
レ
ク
ト
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
＆　

エ
レ
ク
ト
ー
ン
ス
テ
ー
ジ
２
０
１
２ 

ミ
ヤ
コ
音
楽
堂
大
会

 

６
月
17
日
（
日
）

 

開
演
予
定　

午
後
１
時
30
分

　

小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
の
エ
レ
ク
ト
ー
ン

を
学
ぶ
子
ど
も
た
ち
が
出
場
す
る
ヤ
マ
ハ
エ
レ

ク
ト
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
曲
か

ら
ポ
ッ
プ
ス
曲
を
ソ
ロ
や
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で
演

奏
し
ま
す
。

主
催
・
連
絡
先　

ミ
ヤ
コ
音
楽
堂

　
　
　
　
　


０
７
６
７
（
53
）
０
０
０
１

等
伯
大
人
気
！

　

全
国
等
伯
作
品
展
示
情
報

◆
本
法
寺 


０
７
５
―

４
４
１
―

７
９
９
７

《
春
季
特
別
寺
宝
展 

長
谷
川
等
伯 

大
涅
槃
図
開
帳
》

「
仏
涅
槃
図
」１
幅　
　
　

本
法
寺
蔵（
京
都
市
）

会
期　

３
月
15
日
（
木
）
〜
４
月
15
日
（
日
）

◆
東
京
国
立
博
物
館　

ハ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

 


０
３
―

５
７
７
７
―

８
６
０
０

《
特
別
展 

ボ
ス
ト
ン
美
術
館 

日
本
美
術
の
至
宝
》

「
龍
虎
図
屏
風
」
６
曲
１
双

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
（
ア
メ
リ
カ
）

会
期　

３
月
20
日（
火
・
祝
）〜
６
月
10
日（
日
）

※
こ
の
後
、名
古
屋
ボ
ス
ト
ン
美
術
館（
前
期
の
み
）、

　

九
州
国
立
博
物
館
、
大
阪
市
立
美
術
館
を
巡
回
。

◆
出
光
美
術
館 

門
司
別
館　

 


０
９
３
―

３
３
２
―

０
２
５
１

《
利
休
と
桃
山
茶
陶
》

「
竹
鶴
図
屏
風
」
６
曲
１
双

「
松
に
鴉
・
柳
に
白
鷺
図
屏
風
」
６
曲
１
双

２
点
共
、
出
光
美
術
館
蔵

会
期　

６
月
８
日
（
金
）
〜
８
月
26
日
（
日
）

※
会
期
中
、
展
示
替
え
が
あ
り
ま
す
。

◆
石
川
県
立
美
術
館

 


０
７
６
―

２
３
１
―

７
５
８
０

《
特
別
陳
列　

長
谷
川
等
伯
と
そ
の
周
辺
》

「
十
六
羅
漢
図
」
８
幅 

霊
泉
寺
蔵
（
七
尾
市
）

会
期　

６
月
14
日（
木
）〜 

７
月
16
日（
月
・
祝
）

  

休
館
日
、
開
館
時
間
、
観
覧
料
な
ど
の
詳
細
に
つ

  

い
て
は
、
各
会
場
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

入
場
無
料

入
場
無
料

入
場
無
料

入
場
無
料

入
場
無
料

平成24年度　市民ギャラリー＆アートホールの利用について
 

 只今、利用申込受付中

　当館では個展、グループ展、演奏会などの幅広い芸術活動の発表の場として市民ギャラリーとアートホー
ルの貸室を行っています。当館主催事業等で利用できない期間もありますので、お問い合わせください。

【利用可能期間は当館ホームページでも確認できます】

≪市民ギャラリー≫
　展示面積（全５室＋通路） 27㎡/ １室
　最大天井高 3.5ｍ
　楽屋 ２室

≪アートホール≫
　ステージ幅 8.5ｍ
　客席数（固定+可動） 240席
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7 2012. 春

平
成
23
年
度
新
収
蔵
品
紹
介

平
成
23
年
度
に
新
し
く
当
美
術
館
所
蔵
と

な
っ
た
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

（
３
／
18
現
在
）

①
日
本
画
「
涅
槃
図
」 

長
谷
川
等
誉

　
　
　

江
戸
時
代
初
期
（
17
世
紀
）
制
作

　
　

※
の
と
共
栄
信
用
金
庫
様
よ
り
寄
附

②
日
本
画
「
ひ
と
と
き
」 

 
百
々
俊
雅

　
　
　

昭
和
58
年
（
１
９
８
３
）
制
作

　
　
　

第
35
回
京
展　

中
日
新
聞
社
賞

　
　

※
②
〜
⑧
百
々
俊
雅
氏
よ
り
寄
附

③
日
本
画
「
ポ
ー
カ
ー
フ
ェ
ー
ス
」 

百
々
俊
雅

　
　
　

昭
和
59
年
（
１
９
８
４
）
制
作

　
　
　

第
16
回
改
組
日
展

④
日
本
画
「
少
女
」 

百
々
俊
雅

　
　
　

昭
和
61
年
（
１
９
８
６
）
制
作

　
　
　

第
18
回
改
組
日
展

⑤
日
本
画
「
映
」 

百
々
俊
雅

　
　
　

平
成
４
年
（
１
９
９
２
）
制
作

　
　
　

第
27
回
日
春
展　

日
春
賞

⑥
日
本
画
「
刻
」 

百
々
俊
雅

　
　
　

平
成
５
年
（
１
９
９
３
）
制
作

　
　
　

第
28
回
日
春
展

⑦
日
本
画
「
風
渡
る
」 

百
々
俊
雅

　
　
　

平
成
６
年
（
１
９
９
４
）
制
作

　
　
　

第
26
回
改
組
日
展

⑧
日
本
画
「
招
く
日
」 

百
々
俊
雅

　
　
　

平
成
10
年
（
１
９
９
８
）
制
作

　
　
　

第
30
回
改
組
日
展

⑨
工
芸　
　

「
天
目
水
指
」 

青
木
龍
山

      　

昭
和
58
年
（
１
９
８
３
）
頃
制
作

　
　

※
原　

春
枝
氏
よ
り
寄
附

⑩
写
真　
　

「
妖
流
」 

荒
牧
良
一

　
　
　

平
成
22
年
（
２
０
１
０
）
制
作

　
　
　

第
84
回
国
展
国
画
賞

　
　

※
荒
牧
良
一
氏
よ
り
寄
附

～
公
益
財
団
法
人
へ

　
　
　

移
行
の
お
知
ら
せ
～

　

財
団
法
人
七
尾
美
術
館
は
、
石
川
県
七

尾
美
術
館
の
開
館
の
前
年
、
平
成
６
年
に

設
立
。
以
来
、
今
日
ま
で
館
の
管
理
運
営

を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、「
民
に
よ
る
公
益
の
増
進
」

を
目
的
に
公
益
法
人
法
が
改
正
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
公
益
の
認
定
を
受
け
、
平
成
24

年
４
月
１
日
に
公
益
財
団
法
人
に
移
行
い

た
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
以
上
に
芸
術
文
化
活
動
の
振

興
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

よ
り
公
益
性
の
高
い
事
業
展
開
を
実
施
し

て
参
り
ま
す
の
で
、よ
り
一
層
の
ご
支
援
、

ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

【
公
益
財
団
法
人
七
尾
美
術
館
】

　

〜
目
的
〜

「
美
術
館
の
管
理
運
営
事
業
を
受
託
し
、

効
率
的
で
開
か
れ
た
運
営
を
行
い
、
芸
術

文
化
活
動
の
振
興
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
」

　

〜
事
業
〜

１
、
美
術
館
の
管
理
運
営

２
、
美
術
展
の
企
画
及
び
実
施

３
、
美
術
品
の
収
集
及
び
保
管

４
、
美
術
に
関
す
る
講
習
会
、
講
演
会
等

の
実
施

５
、
美
術
に
関
す
る
調
査
及
び
研
究

６
、
美
術
に
関
す
る
刊
行
物
の
発
行

７
、
そ
の
他
、
こ
の
法
人
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
に
必
要
な
事
業

⑦

⑧

④

⑩

①

⑨
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855　石川県七尾市小丸山台１丁目１番地
TEL(0767)53-1500 ／ FAX(0767)53-
6262

石川県七尾美術館だより 第 20号（冬号）
〒926-0855　石川県七尾市小丸山台１丁目１番地
TEL(0767)53-1500 ／ FAX(0767)53-6262
http://nanao-art-museum.jp

石川県七尾美術館だより 第69号（春号）
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　◆第1・2展示室

（仮）池田文夫氏の情熱
～絵画・彫刻・工芸－「池田コレクション」の名品～

 平成24年7月7日（土）～8月5日（日）

　当館所蔵品の中核「池田コレクション」は、作品を蒐集した池田文夫氏
の美術全般への深い造詣が反映された、幅広い内容となっています。本展
では、コレクション計204点より絵画や彫刻、工芸などの多彩な作品を紹
介します。

4月～6月

◆4月　16～ 20

◆5月　無休

◆6月　4～7，11，18，25

◎次号・第70号（夏号）は７月１日発行予定です。

　◆第1・2・3展示室

長谷川等伯展 ～圓徳院の「山水図襖」を中心に～
 平成24年8月11日（土）～9月17日（月・祝）会期中無休

　当館毎年恒例のシリーズ展、17回目となります。
　昨年は平成22年に新発見となった信春時代の仏画や、養父・長谷川宗清の基準作など、信春時代作品を中
心に展示しました。
　本年は昨年の展示に続くかたちで、和尚の留守中に乱点した(描いた)という興味深い逸話が残る、51歳制
作の圓徳院所蔵「山水図襖」32面を展示します(前・後期展示替え有り)。
　また、能登時代の等伯、養父の作品や、初公開の長谷川派作品の他、等伯筆の国宝「松林図屏風」との関
連が注目される「月夜松林図屏風」と「複製松林図屏風」を並べて展示しますので、是非お見逃し無く！

（展示数：約20点）

「根来飯器」（池田コレクション）

重要文化財「山水図襖」（32面の内４面）
長谷川等伯筆　京都市・圓徳院蔵

「月夜松林図屏風」（６曲１双の内左隻）

69.indd   8 2012/03/22   14:08:53


